虐待対策委員会
～啓発活動～

北海道新ひだか町
医療法人社団　静和会　石井病院での虐待認定


令和5年5月北海道新ひだか町の精神科「石井病院」で看護師が入院患者に暴行したとして、内部調査が行われた。病院は同年6月6日、新たな入院患者の受け入れを自粛した。
　石井病院によると男性看護師は5月16日、当該患者様の腹部を合計4回殴打し、また、臀部を1回足蹴りした。5月17日、当該患者様の腹部を1回ボールペンで突き、また、胸ぐらを2回掴んで引っ張った。当該患者様は退院予定日に予定通り退院したが、当該患者様の身体にあざを見つけた家族が病院に訴えて発覚した。
　5月23日院内において看護部職員に聞き取り調査を開始したところ、当該職員から当該患者様に暴行をした旨の報告があった。暴行した理由としては、当該患者様から繰り返し同じ内容の話しかけをされ、当該職員は次第にストレスや仕事が進まない事に対する苛立ちや焦りを感じて、その感情を抑えきれなくなり暴行に及んだとの事だった。
　5月24日当該職員に自宅待機を命じ、保健所に本件を連絡した。

【対応】※抜粋
・危機管理室を設け、当該患者様に対する暴行について調査及び再発防止策を講じた。また、保健所に報告書を提出した。
・当該患者様や関係者への謝罪。
・保健所の実地指導
・新規入院の受け入れの自粛。
・別の虐待案件の有無などについて情報提供の呼びかけやアンケート調査の実施。
・報道機関へ調査結果等の説明　　　　　など

検証及び職員への面談やアンケート調査を実施した結果、令和3年度以降、虐待防止対策の研修を行っていなかったことや、院内で虐待が起こり得るという認識が希薄となっており、虐待防止の意識が低かったことが分かった。また、患者様からの訴え等により職員が感情的になったことや、閉鎖的環境のため患者様の立場よりも自身の仕事の進捗状況を優先した対応をするという誤った習慣を職員間で指摘し合えなかったことも明らかになった。
　さらに組織として虐待防止対策等が整備されていなかったことや相談・報告のシステムが確立されていなかったことも分かった。

【対策】
・虐待防止対策委員会の設置、マニュアルの作成、投書箱の増設、虐待に係る相談窓口の新設
・虐待防止対策研修、接遇研修
・包括的暴力防止プログラム研修、アンガーマネジメント研修
・院内の防犯カメラ増設、内部通報規定の制定
・面会制限の緩和、院内の他部署間での巡視、他院の医療安全管理者による監査
・管理者による年3回以上の面談、職員間による話し合いの場の増加、虐待に関する2回目の職員アンケート調査
これらを踏まえて虐待に関する問題点と改善策をとりまとめ、令和5年8月に改善結果報告書を保健所へ提出した。

組織的な取り組みとして、虐待相談に対する適切な対応と改善に向けた取り組みをサポートする体制整備、及び法令等違反行為の早期発見とコンプライアンス経営の体制整備、加えて開放的な職場環境を整備した。次に、職員の虐待防止を含む専門的な知識や技術の向上、及び職員のストレス緩和に向けた取り組みなどを行い、職員の意識変化を図った。
これらの効果によって、虐待防止に向けて問題となる組織風土の改善や、虐待防止に対する職員の意識向上に繋げていると報告されている。


～委員会内での事例検討～
・定期的な虐待防止の研修や啓発
・アンガーマネジメント研修の実施
・閉鎖的とならない、風通しの良い職場環境の構築　　
・精神科の知識や対応方法、虐待予防の知識不足
・虐待が起きる前の対策が大切だと思った。職員に対してのストレスケアが最も重要と感じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・介護施設では人員不足等から職員の業務負担が大きくなり、ストレスを抱える職員が増えていると考える。どこの施設でも起こりうる事案だと思った。虐待防止の研修や職員の意識の向上とともに、業務改善や協力し合える職員間の雰囲気つくり等も重要と感じた。
・繰り返し訴え続ける患者様等は少なくない為、そのような方に対する対処法や対応方法を複数持ち合わせている事で心の余裕も生まれるのではないかと思った。また、スタッフ自身が困った状況に陥った時に、周囲にSOSが出しやすい職場環境作りも必要なのではないかと思った。
・虐待の発覚後の対応やその後の虐待の早期発見に向けた取り組みは、合理的で正しいものだと思われます。しかし虐待をさせないことばかりに注力しており、今回の原因となった職員の精神的負担への対策が少ない事には、疑問が残ります。
・ストレスを理由に暴力を加える事は、許される事ではありませんが、対応が難しい患者がいる事も事実です。そういった患者へ対応に関して、職員への負担を軽減できるように話し合う場を設ける事やマニュアルの制定も必要ではないかと考えます。
・ストレスを感じた時の自分の怒りをコントロールする力ももちろん重要だと思うが、そのような状況になった時、本ケースでいうと仕事が終われない事についての相談できる相手、場所、仕事が終わり切れなくても焦る事が無いようにする環境作りが重要だと感じた。

今回は北海道新ひだか町石井病院で発生した虐待事案の紹介及び対応や再発防止策を紹介させていただきました
[bookmark: _GoBack]今一度虐待について考えなおす機会としていただき、虐待を防止するためにはどのような関り方や意識が必要であるのかを再確認するようにお願いいたします。
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